
本
市
の
新
た
な
発
展
に
向
け
て

　
時
代
の
変
化
を
新
た
な
発
展
へ
の

好
機
と
捉

え
、
新
た
な

展
開
に
よ
る

魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要

で
す
。
現
在
、

本
市
に
お
い

て
は
、
高
速

道
路
網
の
整

備
を
活
か
し

た
企
業
誘

致
、
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー

　

鳥
取
自
動
車
道
の
全
線
開
通
な
ど
高
速
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
、

か
つ
て
25
万
人
と
言
わ
れ
た
商
圏
人
口
は
、
35
万
人
規
模
に
ま
で
拡

大
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
こ
そ
、
商
業
・
業
務
機
能
、
交
通
結
節
点
機
能
が
集
積
し
て
い

る
鳥
取
駅
周
辺
地
区
の
再
生
を
、
市
域
全
体
の
活
力
再
生
に
つ
な
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

活
力
あ
る
明
る
い
未
来
を
開
く
た
め
、
新
庁
舎
建
設
や
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
全
市
的
視
野
に
立
っ
て
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
照
）
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
駅
周
辺
地
区
は
、
中
心
市
街
地
に
位

置
し
、
商
業
・
業
務
施
設
が
集
積
し
て

お
り
、
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
の
結
節
点
で
す
。
新

し
い
本
庁
舎
の
新
築
移
転
を
契
機
に
、

駅
周
辺
地
区
が
魅
力
あ
ふ
れ
、
躍
動
す

る
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
、
本

市
全
体
の
活
性
化
、
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　
新
庁
舎
の
新
築
移
転
は
、
変
革
を
伴

う
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
展
開
で
あ

り
、
駅
周
辺
だ
け
で
な
く
、
本
市
全
体

の
活
性
化
と
魅
力
向
上
に
、
画
期
的
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ク
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
に
よ
る
広
域
観
光
の
展
開
、
鳥
取

環
境
大
学
の
公
立
化
・
経
営
学
部
の
創

設
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
の
増
加
、
若
者

人
口
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
で
は
、
平
成
16
年
11
月
の
市
町

村
合
併
に
よ
り
広
く
な
っ
た
市
域
の
一

体
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る

一
極
集
中
型
で
は
な
く
、
中
心
市
街
地

と
地
域
生
活
拠
点
と
を
幹
線
公
共
交
通

網
な
ど
で
有
機
的
に
結
ぶ
「
多
極
型
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」（
図
①

未来に向けた新たなまちづくりを

市民のみなさんとともに
地域説明会の開催

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
舎
庁
舎
整
備
局　
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　新庁舎の機能、規模、概算事業費などを明らかに
する新庁舎建設基本計画の案について意見交換を行
い、市民のみなさんの声を活かした新庁舎づくりを
進めるため開催します。

日時 会 場

10 月 18 日（火）
19:00 〜 20:30

福祉文化会館 津ノ井地区公民館
美穂地区公民館 浜坂地区公民館
大正地区公民館 河原町総合支所
湖南地区公民館 用瀬町総合支所

10 月 22 日（土）
10:00 〜 11:30

稲葉山地区公民館 鹿野町総合支所
人権交流プラザ 青谷町総合支所
国府町総合支所

10 月 22 日（土）
14:00 〜 15:30

さざんか会館 気高町総合支所
湖山西地区公民館 佐治町総合支所
福部町総合支所
※やむを得ず変更になる場合があります。

青谷

鹿野

福部

国府

気高
中心市街地

河原

佐治

山陰自動車道（鳥取西道路）本高工事現場付近から市内中心部を望む

用瀬

図①

津ノ井
若葉台

湖山

地域生活拠点

高速道路事業区間

高速道路開通区間

主要道路

中心市街地

鉄道
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鳥取駅周辺再生基本構想

※市有地以外の土地利用を含むため、今後、関係機関との協議を要するものであり、事業として確定されたものではありません。

■鳥取駅周辺地区の再生整備のイメージ

①多機能を高度に集積した広域商圏対応型拠点
　の形成

②回遊性と滞留性をもたせた人が行き交う交通
　結節点の形成

③低炭素社会の実現に向けた都市環境の形成

④便利で安心、住み続けたいと思える快適な生
　活空間の形成

■鳥取駅周辺地区のめざすべき将来像

人が集い 交流し 魅力あふれる街

「鳥取 O
オ ア シ ス

ACIS」の創造

趣旨

　 駅 周 辺 地 区 で は、 市 の 広 域 交 通 の 起 点（Origin）
と し て 魅 力 的（Attractive） で 人 々 が 集 い・ 交 流

（Communication）が進み、また新時代に対応した各
種情報（Information）がますます集積する、持続可能

（Sustainable）なまちづくりをめざします。

■基本理念

駅
周
辺
か
ら
、
中
心
市
街
地
、

さ
ら
に
は
市
域
全
体
の
活
力

再
生
へ

　
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
二
核
二

軸
の
都
市
構
造
を
強
化
す
る
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。「
鳥
取
城
跡
周
辺
地
区
」

に
つ
い
て
は
、
現
庁
舎
な
ど
の
跡
地
利

用
・
周
辺
地
域
の
総
合
的
な
活
性
化
の

基
本
方
針
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　「
鳥
取
駅
周
辺
地
区
」
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
魅
力
的
な
地

区
へ
と
再
生
す
る
た
め
、
平
成
22
年
12

月
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
た
び
「
鳥

取
駅
周
辺
再
生
基
本
構
想
」（
図
②
参

照
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
駅
周
辺
地
区
を
再
生

す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
を
活
性
化

し
、
さ
ら
に
は
市
域
全
体
の
活
力
へ
つ

な
げ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　
今
後
、
こ
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

関
係
者
や
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
平
成
23
年
度
中

に
「
基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。

※
こ
の
構
想
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
本

庁
舎
、
駅
南
庁
舎
、
各
総
合
支
所
・
中
央
公
民

館
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

鳥取駅前太平線再生プロジェクト

鳥取大丸リニューアル

街なか足湯

バスターミナル再整備

駅と商店街との
回遊性の創出

大型空き店舗の活用

歩行者通路の整備

風紋広場シェルター整備新庁舎建設候補地

駅南の自動車交通
アクセスの改善

低未利用地の活用による居住の促進
（ファミリー世帯・高齢者向け）

公共駐車場・駐輪場の整備
（レンタサイクル導入など）

鳥取駅の耐震改修
シャミネリニューアル

鳥取駅

民間主体

行政主体

図②
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